2 Channel Amplifier 

ADM-30.1 

取扱説明書 
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安全上のご注意 


安全上のごミ主意 

ち全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


電気製品は、誤った使い方をすると大変危険です。 

あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、「安全上のごミま意」を必ずお守りください。 


「警告」と「注意」の見かた 

間違った使いちをしたときに生じることが想定される 
危険度や損害の程度によって、「警告」と「ミま意」に 
区分して説明しています。 

誤った使い方をすると、 火災•感 
電などにより死亡または重傷を負 
う可能性が想定される内容です。 

I ——誤った使いちをすると、けがをし 

たり周辺の家財に損害を与える巧 
能性が想定される内容です。 


給表示の見かた 


A 警告 
A ま意 


A 記号は「ごを意ください」 
という内容を表しています。 


® 記号は「〜してはいけない」 
という禁止の内容を表していま 
す。 


•記号は「必ずしてください」 
という強制内容を表しています。 


A A 

局 温/点 感電;主 fe 、 

您)磯) 

分箱禁止めれ手禁止 

を〇 

電源プラグ必ずする 
をコンセン 
卜から巧く 


座警告 


故障したまま使用しない、異常が起きたら 
すぐに電源プラグを巧く 

-煙が出ている、変なにおいや音がする 
-本機を落としてしまった 
-本機内部に水や金属が入ってしまった 
S 凉このような異甫状態のまま使用すると、火災- 
感電の原因となります。 

すぐに電源プラグをコンセントからおいて版 
売店に修理-点検を依頼してください。 


カバーははずさない、分解、改造しない 


⑩ 

分辑禁止 


火災•感電の原因となります。 

内部の点検*整備*修理は販売店に依頼して 
ください。 


接続、設置に関するごま意 

■通風孔をふさがない、放熱を妨げない 

0 本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケース 
の上部や底部などに通風孔があけてありま 
す。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火 
災ややけどの原因となることがあります。 

-巧し入れや本箱など通気性の悪い狭い所に 
設置して使用しない 

(本機の天面、横から 20 cm が上、背面から 
10 cm が上のスペースをあける） 

-逆さまや横倒しにして使用しない 


0 * 巧やテーブルクロスをかけない 

-じゆうたんやふとんの上に置いて使用しな 


■水蒸気や水のかかる巧に置かない、 本 機の上に液体の 
入った容器を置かない 


(§) 

水場での 
使巧禁止 


本機に水滴や液体が入った場合、火災感電の 
原因となります。 

-風呂場など湿度の高い場所では使用しない 
-調理台や加湿器のそばには置かない 



水漂れ禁止 


-雨や雪などがかかるところで使用しない 
-本機の上に花びん、コップ、化粧品、ろラ 
そくなどを置かない 


電源 コード- 電源プラグに関するごま意 
■電源コードを傷つけない 

0 - 電源コードの上に重い物をのせたり、電源 
コードが本機の下敷にならないようにする 
-傷つけたり、加工したりしない 
禁と . 無理にねじったり、引っ張ったりしない 
-熱器具などに近づけない、加熱しない 
電源コードが傷んだら（な線の露出•断線な 
ど）販売店に交換をご依頼ください。 

そのまま使用すると火災-感電の原因となり 
ます。 
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■電源プラグは定期的に掃除する ■長時間音がひずんだ状態で使わない 

〇 電源プラグにほこりなどがたまっていると、 yO , アンプ、スピーカーなどが発熱し、火災の原 
义災の原因となります。 (\)因となることがあります。 

電源プラグをあいて、乾いたホでほこりを取 
がするり除いてください。 

使用上のごま意 

■本機巧部に金属、燃えやすいものなど異物を入れない 

0 乂災•感電の原因となります。特にかさなお 
テ様のいるごま庭ではごを意ください。 

-本機の通風孔から異物を入れない 
-本機の上に通風孔に入りそうな小さな金属 
物を置かない 


A ま意 


■雷が鳴りだしたら本機、接続機器、接続コード、電源 
プラグに触れない 




感電の原因となります。 


■長期間大きな音で使用しない 

0 本機をご使用になる時は、音量を上げすぎな 
いようにごミま意ください。 

ちを刺激するような大音量で長期間続けて使 
用すると、聴力が大きく損なわれる恐れがあ 
ります。 


接続、設置に関するご注意 

■不安定な塌巧や振動する場所には設置しない 

0 強度の足りないぐらついた台や振動する場所 
に置かないでください。 

本機が落下したり倒れたりして、けがの原因 
となることがあります。 

■本機の上に 10 kg J •乂上の重いものや外枠からはみ出る 
よラな大きなものを置かない 

0 バランスがくずれて倒れたり落下して、けが 
の原因となることがあります。 

また、本機に乗ったりしないでください。 

禁止 

■配線コードに気をつける 

A 配線された位置によっては、つまずいたり 
引つかかったりして、落下や転倒など事故の 
原因となることがあります。 

ミ主意 


■電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張らない 

0 コードが傷つき、火災や感電の原因となるこ 
とがあります。 

プラグを持っておいてください。 


■長期間使用しないときは電源プラグをコンセントか 
らおく 

絶縁劣化やろう電などにより、乂災の原因と 
6^なることがあります。 

電源プラグ 
をコンセン 
卜から巧く 

■電源プラグは、コンセントに根元まで確実に差し込む 

0 差し込みが不完全のまま使用すると、感電、発 
熱による乂災の原因となります。 

プラグが簡単におけてしまうような コンセン 
卜は使用しないでください。 


電源 コード- 電源プラグに関するご注意 
■表示された電源電圧（交流10 0ボルト）で使用する 


〇 

必ずする 


本機を使用できるのは日本国内のみです。 
表示された電源電圧故外で使用すると、乂災 • 
感電の原因となります。 


■電源コードを束ねた状態で使用しない 


発熱し、火災の原因となることがあります。 

禁止 
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■めれた手で電源プラグをおき差ししない 

感電の原因となることがあります。 


■お手入れの際は電源プラグを抜く 

お手入れの隙は、安全のため電源プラグをコ 
ンセントからおいてから行なってください。 

電源プラグ 
をつンセン 
卜から巧く 


使用上のご注意 
■通風孔の温度上昇にま意 

A 本機通風孔付近は放熱のため高温になること 
があります。 

電源が入っているときや、電源を切った後し 
'胃 ばらくは通風孔付近にご注意ください。 


移動時のご注意 

■移動時は電源プラグや接続コードをはずす 

コードが傷つき火災や感電の原因になりま 

参す 

電源プラグ 
をつンセン 
卜からをく 

■本機の上にものを乗せたまま移動しない 

0 本機の上に他の機器を乗せたまま移動しない 
でください。 

落下や転倒してけがの原因になります。 

禁止 


■音量を上げすぎない 


0 

禁止 


突然大きな音が出てスピーカーやヘッドホ 
ンを破損したり、聴力障害などの原因とな 
ることがあります。 

始めから音量を上げ過ぎると、突然大きな 
音が出てちを傷めることがあります。 
音量は少しずつ上げてご使用ください。 


■機器内部の点検について 

お客様のご使用状況によって、定期的に機器内部の掃除をお勧めします。 

本機の内部にほこりのたまったまま使用していると火災や故障の原因となることがあります。 

特に湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効果的です。内部清掃については、販売店にご相諫ください。 


■ 本機のお手入れに ついて 

-表面の汚れは、中性洗剤をうすめた液に巧を浸し、固く絞っておき取ったあと乾いた巧でないてください。化 
学ぞうきんなどお使いになる場合は、それに添付のミち意書きなどに従ってください。 

-シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装が落ちたり変おすることがあり 
ます。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽も、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましよう。特に静かな夜間には窓を閉めたり、 
へッドホンをご使用になる の も 一つの 方まです。 

お互いにもを配り、快い生ま環境をずりましよう。 
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お買い上げいただきまして、ありがとラございま 
す。 

ご使用前にこの「取®説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られる所に保証 
書とともに大切に保管してください。 


目次 

使用の前に 


を全上のごを意 . 2 

^^巧 . 5 

付属品の確認 . 5 

各部の名称と機器の接続 

各部の名称（前面） . 6 

各部の名称（背面） . 7 

AUTO ON 機能 . 9 

接続図 . 10 

操作 . 11 


付録 


困ったとをは . 11 

仕様 . 12 

修理に ついて . 14 


特長 


■ VL Digi ね I 搭載薄型アンプ 
■ほインピーダンス対応 

■ 大型ピンプラグ対応ピンジャツク採用 

■ AC インレツト対応 

■ 12 V トリガー入/出力対応 

イ寸属品の確認 


パッケージを開捆したら、付属品が揃っていること 
を確認してください。 



電源 コー ド (2 m ). 1 本 

取扱説明書(本書) . 1冊 

保証書 . 1部 

カタログおよび包装箱などに表示されている型名の 
最後にあるアルファベットは、製品の色を表す記号 

ァ寸 

色は異なっても操作方法は同じです。 


5 



















各部のを觀（お面) 


① 



Integra 


③—— 

0POWM 

-が 



ADM- 30.1 J 



① POWER インジケーター 

本機の主電源が ON でアンプ回路がオンのとき 

は緑色に、本機が Ready 状態の時はホ色に点巧 
します。電源が OFF の時は消巧します。 


@ POWER スイッチ 

本機のま電源を ON/OFF します。 

背面の AUDIO SENSE スイッチと 12VTR に白 ER 
スイッチの設定によつて本機の電源の入りホが 
変わります。（一 P.9) 


POWER 

インジケーター 

POWER 
スイツチ 

アンプ回路 

音声出力 

状態 

アウトプット 

OUTPUT 

端子 

スピーカース 

SPEAKERS 

端子 

消'灯 

X 

X 

X 

X 

全回路が動作していません。 

ホ色 

〇 

X 

〇 

X 

INPUT 端テから OUTPUT 端テへのバッファア 
ンプが機能しているので、 INPUT 端テから 
入力された音声はそのまま OUTPUT 端テから 
出力されます。 

AUDIO SENSE 回路が動作しています。 

緑色 

〇 

〇 

〇 

〇 

全回路が動作しています。 


□ メモ 


本機の POWER スイッチを OFF にしているときは、接続した機 
器から本機のアンプ回路のオン/オフをコントロールできませ 
ん。接続した機器に連動してアンプ回路をオン/オフしたいとき 
は、本機の POWER スイッチを ON にして Ready 状態にしてく 
ださい。 

AUDIO SENSE スイッチが ON で1 2 V TRIGGER スイッチが OFF の 
とき、本機の POWER スイッチを ON にすると、本機の電源が才 
ンになり、 POWER インジケーターが緑色に点灯しまず。音声信 
号げ入ってこない状態でおよそ10分経過すると本機は Ready 状 
態になり、 POWER インジケーターがホ色に点灯しまず。 
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各部のを觀（背面) 


ごま意： 

-本機に接続する機器の取扱説明書もおず参照して 
ください。 

-機器との配線がすべて終わるまで、電源コードを 
接続しないでください。 

. 本機の電源がオンのときは、本機の INPUT / 

OUTPUT 端子に他の機器を接続しないでくださ 
い。 

. 本機の電源をオンにする前に、必ずプリアンプ 
(コントロールアンプ）のボリュームを下げてお 
いてください。 

. コネクターの色と音声の左ちチヤンネルにミ主意し 
て接続してください。 


白色:左 ( L ) 

ホ色:も ( R )— ホ色:も ( R ) 


プラグは根本までしっかり差し込んでくだ古い。 
差し込みが不十分だと、ノイズや動作不良の原因 
になります。 

P 差し込み不完全 

^ [TliffT= 



1*- 奥まで差し込んでください 

オーディオ用ピンコードを電源コードやスピー 
力ーコードと一緒にまねないでください。音質悪 
化の原因になります。 


@ ④ ® @ ④ 



① ④④ 


① INPUT/OUTPUT 端子 

アナログ音声の入力/出力端テです。 RCA ピン 
コードで他の機器を接続できます。 

プリアンプ（コントロールアンプ）を接続する 

場合は、アンプの PRE OUT 端子と本機の INPUT 
端子を接続してください。 

本機を複数台使用する場合、本機の OUTPUT 端 
子と別の本機の INPUT 端テを接続すると、 

INPUT 端テから入力された音声はそのまま 
OUTPUT 端テから出力されます。（入力/出カリ 
ンク機能） 

才ーデイオ センス オン 

AUDIO SENSE スイッチを 「 ON 」 にしていると 
きは、 INPUT 端テに接続した機器からの信号を 
感知すると、自動的に本機のアンプ回路がオン 
になります。（自動アンプ回路オン/オフ機能） 

インプット レベル 

@ INPUT LEVEL つまみ 

INPUT 端テに入力される信号のレベルを調整し 
ます。通常は riVlAXj に設定します。 

□ メモ 


本機に CD プレーヤーを接続した場合は 、 INPUT LEVEL つまみで調 
整してください。 

③ AUmO SENSE LEVEL つまみ 

INPUT 端テに接続した機器の電源オン/オフに 
本機のアンプ回路を連動させる場合に、機器か 
らの入力信号の感度を設定できます （-6 dB 〜 
OdB )。 出荷時設定は OdB です。 


④ AUDIO SENSE スイッチ 

ON にすると、 INPUT 端子に接続した機器の電 
源オン/オフに本機のアンプ回路も連動します。 
INPUT 端テに接続した機器からの入力信号の感 
度は、 AUD の SENSE LEVEL つまみで調整できま 
す。 

□ メモ 


あらかじめ本機の POWER スイッチを ON にしておく必要がありま 
す。_音青信号が入ってこない状態でおよそ10分経過すると本機は 

Ready 状態になり、 Power インジケーターがホ色に点灯します。 

感 12 VTmGGER スイッチ 

ON にすると、 12 VTR に GERIN 端子に接続した 
機器の電源オン/オフに本機のアンプ回路も連 
動します。 

□ メモ 

あらかじめ本機の P 0 邮 ER スイッチを ON にしておく必要がありま 
す。 
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® UVTRlisGERI ん 6 uT 端子 

12 VTRIGGER 出力端子を持つ AV センターなど 
と 12 VTR に GERIN 端テを接続します。トリガー 

は、 5〜 12 V の直流です。本機の POWER ス 

イッチが ON のとき、 AV センター側で本機のア 
ンプ回路を操作できます。 

他の機器の電源を本機の 12 VTRIGGER IN 端子に 
接続した機器と連動させたい場合は、本機の 
12 VTRIGGER OUT 端子とその機器の 12 V 
TR に GERIN 端子を接続します。このとき、本機 
の電源に連動して 12 VTR に GER が出力されま 
す。この端テを使って、機器を連結できます。 
接続にはステレオミニプラグ付ケーブルか 
03.5 mm のモノラルタイプミニプヤックをお使 
いください。 

ミニブヤックの先端の極性は+です。 

⑦ SPEAKERS 端子 

スピー カーコー ドを使ってスピーカーを接続し 
ます。バナナプラグも接続巧能です。 

1スピーカーコードの被覆を12〜 15 mm 切り 
取ります。 

2露出させたしん線をしっかりよじります。 

3スピーカー端子のねじをゆるめます。 

4しん線をスピーカー端テに差し込みます。 

5ねじを締めます。 

1 12 〜 15mm 之 




スピーカー(外の機器は接続しないでくださ 

い。 

コードのプラス/マイナス、スピーカーの左 
右にを意して接続してください。間違った接 
続をすると、音が不自然になります。 
インピーダンスが2 〇な上のスピーカーを接 
続してください。20未満のスピーカーを接 
続すると、本機が破損するおそれがあります。 


1台のスピーカーだけを使用する場合やモノ 
ラル音声を再をする場合に、1台のスピー 
カーを左右のスピーカー端子にお列で接続し 
ないでください。 


0 


スピーカーコードのしん線のプラスとマイナ 
スを絶対に接触させないでください。回路が 
故障します。 


® 電源入力 

付属の電源コードを接続します。 

-必ず付属の電源コードを使用してください。 
また、付属の電源コードは本機専用ですので、 
他の機器には使用しないでください。 

-絶対に、先にコンセントに電源コードを差し 
込まないでください。コンセントに接続した 
電源コードを本機にあき差しすると、感電の 
おそれがあります。 
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AUTO ON 機能 


才ーデイオセンス トりガー 

目的に応じて、 AUDIOSENSE スイッチと ] 2 VTR に GER スイッチを設定してくださし、。 


手動 ( Manual ) の場 

合/ AUTO ON 機能を 
使用しない場合 

AUDI 0 SENSE /12 VTR に GER のスイッチを両ホとも OFF に設定 
してください。 

フロントの POWER スイッチで電源 ON/OFF します。 


MJTO ON — ^ 

AUDIO T 12V 
SENSE 1 TRIGGER 
OFF^pON loFF^rON 

Uejqej 


AUDIO SENSE だけを 
使用する場合 

AUDIO SENSE のスイッチを 0 N /12 VTR に GER のスイッチを OFF 
に設定してください。 

POWER スイッチを巧すと電源が立ち上がりますが10分間無信 

号状態が続くと回路電源が切れ Ready 状態になります。 

その後信号が入ってくると自動的に ON し、 Audio 信号に連動 
して電源 ON/Ready 状態になります。 


AUTO ON— ^ 

AUDIO T 12V 
SENSE 1 TRIGGER 
OFFjpON joFFjfON 

し a ふ p J 


12 VTR に GER だけを 
使用する場合 

AUDIO SENSE のスイッチを 0 FF /12 VTR に GER のスイッチを ON 
に設定してくださし、。 

POWER スイッチを押すと Ready 状態となり 12 VTR に GER の信 
号を待ちます。 

そのを 12 VTRIGGER の信号が検出されると自動的に ON し、 

1 2 VTRIGGER に連動して電源 ON/Ready 状態になります。 


… TO ON —^ 

AUDIO T 12V 
SENSE 1 TRIGGER 
OFFjpON loFFjrON 

し Pi a J 


AUD の SENSE と 12 V 
TRIGGER 両方を使用 
する場合 

AUDIO SENSE のスイッチを 0 N /12 VTRIGGER のスイッチを ON 
に設定してくださし、。 

POWER スイッチを押すと Ready 状態になり 12 VTRIGGER の信 
号を待ちます。 

そのを 12 VTR に GER の信号が検出されると自動的に ON しま 
す。 

この設定では、 Audio 信号が入力されていても 12 VTR に GER の 
信号が入力されないと Ready 状態になります。 

また反対に 12 VTR に GER の信号が入力されていても無信号状態 
が10分間続くと Ready 状態になります。 

Ready 状態から電源 ON になるには 12 VTRIGGER の信号が入力 
され、かつ Audio 信号が入力されるみ要があります。 


AUTO ON— ^ 

AUDIO T 12V 
SENSE 1 TRIGGER 
OFFJPON loFFjpON 

し ala J 
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接続図 


ここでは、 2 チヤンネルプリアンプ（コント ロール 
アンスとの接続ち法を説明します。 

本機を2チヤンネルプリアンプ（コントロールアン 

プりアウト 

プ）に接続するときは、アンプの PREOUT 端子と本 


機の INPUT 端子を接続し、フロントスピーカーを本 
機のスピーカー端テに接続してください。 



本機では電源の極性が管理されていまず。よリ良い音でお楽しみい 
ただくためには、プラグの刃の印がある方がコンセントの溝が長い 
方の巧に差し込まれるようにして接続してください。 

コンセントの溝の長さが左右とも同じ場合は、どちらの向きで接続 
してもかまいません。 
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操作 困ったとき•は 


音楽や映画を楽しむには、ホの操作を行います。 
(事前に再生機器を本機に接続しておいてくださ 
い。） 

1 プリアンプ（コントロールアンプ）の音量を下 
げ 

本機の電源をオンにするときは、意図せず大音 
量で音声が再生されてしまうことを避けるため 
に、プリアンプ（コント ロール アンプ）の音量 
を最小にします。 

2 本機の電源をオンにし、プリアンプ（コント 
口ールアンプ）で入力機器を選択します。 

3 プリアンプ（コントロールアンプ）の音量を 
ゆっくり大きくしていきます。 

これで準備は完了です。プリアンプ（コント 
ロール アンプ）やその他の機器を操作して、映 
画や音楽をお楽しみください。 


Power インジケーターがホで点なしたままになる 

(緑に点なしない） 

- 12 VTR に GER スイッチ、または AUDIO SENSE ス 
イッチの設定が間違っている 
A 1 2 VTR に白 ER スイッチまたは AUDIO SENSE ス 
イッチを正しく設定してください。 

- 12 VTR に GER スイッチ、または AUD の SENSE ス 

イッチが ON になっていて、 POWER スイッチを 

OFF にしたをすぐに ON にした 
A 電源を入れ直すときは、5秒(上、間隔を空け 
てください。 

- 12 VTR に GER 端子に機器が接続されていないが、 
12 VTR に GER スイッチが ON になっている 
A 12 VTRIGGER スイッチを OFF にしてください。 

POWER スイッチを押しても POWER インジケー 

々—が占'!;了した し、 

-機器の接続が誤っている、または端テの接触不良 
今電源 コー ドが正しく接続されているか巧認して 
ください。電源 コー ドの接続が正しいにもかか 
わらず POWER インブケーターが点なしない場 
合は、本機の POWER スイッチを OFF にして 
電源 コー ドを取り外し、お買い上げ店または 
コール センターまでお問い合わせください。 

POWER スイッチを ON にしたら、 POWER インジ 

ケーターが7秒 J •乂上、ホで点滅する 

. プロテクト回路が動作している 
4プロテクト回路が働いている可能性がありま 
す。電源コードをコンセントからあき、お買い 
上げ店またはコールセンターまでお問い合わせ 
ください。 

Power インジケーターが緑で点巧しているが、ス 

ピーカーから音が出ない、または音量が小さい 

-機器の接続が誤っている、または端テの接触不良 
スピーカーコードなどの接続を確認してくださ 
い。 

- INPUT LEVEL つまみが 「 MIN 」 になっている 
今 INPUT LEVEL つまみを入カレベルに応じて調整 
してください。 

-プリアンプ（コント ロール アンプ）の設定が間 
届つ ている 

今プリアンプ（コントロールアンプ）の設定を® 
認してください。 

左ちの音がアンバランス、または逆になっている 

-機器の接続が誤っている、または端テの接触不良 
RCA ピンコードなどの接続を確認してくださ 

い。 

-スピーカーコードの極性を逆にして接続している 
今スピーカーコードの極性を確認してください。 





仕様 


電源 • 電圧 
消費電力 
最大外形寸法 
質量 
定格出力 

実用最大出力 
ダイナミックパヮー 


全高調波歪率 
ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 
出力電圧/インピーダンス 
周波数特性 
SN 比 

スピーカー適応インピーダンス 


: AC 100 V 、50/60 HZ 
: 170 W 

:435 ( 幅 ）X 80搞さ ）X 324 (奥行） mm 
: 9.6 kg 

: 80 W 4 O 2 chDriven lkHz 0.8 %THD ( JEITA ) 

1 0 OW 20 2 chD「iven 1 kHz 0.8 %THD ( JEITA ) 

: 130 W 2 Q 2 chDriven 1 kHz ( JEITA ) 

: 115 W 3 Q 
90 W 40 
45 W 80 

: 0.08% (80 IWlkHz ) 

：60 (8 Q IkHz ) 

: 200 mV /20 kQ 
: 200 mV / 2200 

: 5 Hz 〜 60 kHz (+ ldB -3 dBLINE ) 

: lOOdB 
: 20 〜 160 


本機の仕様および機能は、予告なく変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。 
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オンキヨー ご相談窓□-修理窓 □の ご案内 


オンキヨー製品についてのご購入相談はお近くの販売店へ、修理については、お買い求めの販売店へご依頼ください。 
万一お困りの場をには、下記の窓□へご相談くださるよラお願いいたします。 

■製品についてのご相談、カタ□グのご請ホ 


お客様 
ご相談窓 □ 


•■ルセンター 


受付10:00〜1狂00 (± •曰•祝、弊社休業日を除く） 


《 WEB 
《 TEL 
《住所 


nttp://www.jp.onkyo.com/support/ 

〇已 0-3 16 ] -日已已己 FAX : 072-831-8124 

〒已 72-8 已40大阪府寝屋川市日新町 2-1 
オンキヨー株式会社コールセンター 


オンキヨー製品情報、ユーザー登録ホームぺージ。 


http://www.jp.onkyo.com/ 


オライフをサポートするセレクトショップ。 


http://www.e-onkyo.com/ 


修理のご依頼は、取扱説明書の「困ったときは」の項目をご確認のうえご依頼くださし、。 
転居されたり、贈物でいただいたをのの故障でお困0の場合は、下記へご相談<ださい。 


■ 修理、部品 • 付属品についてのごネ目談、ご依頼 


修理窓口 


首都圏サービスセンター 


受付10:00〜1狂00 (± •曰•祝、弊社休業日を除く） 


巧^ TEL : 〇已 0-3] 巨]-9己已已（コー J レセンター） 《 FAX : 03-目819-吕日40 

※住所：干130 -0004 東京都墨田区本所2 T 目16-已京王本所ビル6階 


大阪サービスセンター 


_ 受付10:00〜]狂00は•日•祝、醉社休業日を除く） 

《 TEL : 〇已 0-31 巨 1- 日已已已（コールセンター) 《FAX : 072-831-8124 


※住所：〒已 72-8 已40大阪府寝屋 j II市日新町 2-1 


♦ 0百 0-31 6]-日已己已（コールセンター)で集中受付を巧っています。 

200日年8月現在お客様ご相談窓□•修理窓□の名称、所在地、電話番号は蜜更になることびございますのでご了承 < ださい。 
Chttp://www.jp.onkyo.com/suppo け/で最新の名称、所在地、電話番号をご覧いただけます） 
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修理について 


保証書 


この製品には保証書を別途添付していますので、お 
買い上げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご®認いただき、 
大切に保管してください。 

保証期間は、お買い上げ日より3年間です。 

調子が悪いときは 


意外な操作ミスが故障と思われています。 

この取扱説明書をもう一度よくお読みいただき、お 
調べください。本機が外の原因もちえられます。ご 
使用の他のオーディオ製品もあわせてお調べくださ 
い。それでもなお異常のあるときは、電源プラグを 
抜いて修理を依頼してください。 

修理を依頼されるときは、下の事項をお買い上げの 
販売店、または「オンキヨーご相談窓□•修理窓 □ 
のご案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓□まで 
お知らせください。 

•お名前 
•お電話番号 
•ご住所 

•製品名 IADM - 30.11 

•できるだけ詳しい故障状況 

オンキヨー修理窓口について 


詳細は前頁の「オンキヨーご相談窓□•修理窓□の 
ご案内」をご覧ください。 


保証期間中の修理は 


万一、故障や異常が生じたときは、商品と保証書を 
ご持参ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはお 
近くのオンキヨー修理窓□へご相談ください。詳細 
は保証書をご覽ください。 

保証期間経過後の修理は 


お買い上げ店、またはお近くのオンキヨー修理窓 □ 
へご相談ください。修理によって機能が維持できる 
場合はお客様のご要望により有料修理致します。 

補修用性能部品の保有期間につい 
て 

本機の補修用性能部品は、製造巧ち切り後最低8年 
間保有しています。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必 
要な部品です。保有期間経過後でも、故障箇所に 
よっては修理可能の場合がありますのでお買い上げ 
店、またはお近くのオンキヨー修巧窓□へご相談く 
ださい。 
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メモ 
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ご購入されたときにご記入ください。 

修理を依頼されるときなどに、お役に立ちます。 

こ體入年月日： 年月日 

こ體入店る：_ 

Tel . ( ) _ 

メモ： 


Integra. 

本社大阪府寝屋川市日新町 2-1 干 572-8540 

製品のご使用方まについてのお問い合わせ先：コールセンター 
Q 白曰 0-3 161 -9 已巳已（受た t 日寺臣110 :己白~ 18:00) 
(±•曰•祝曰•弊社の定める休業曰を除さます） 



http://www.jp.onkvo.com/ 

W0907-1 


SN 29400050 

(C) Copyright 2009 0NKY0 CORPORATION Japan. All rights reserved. 



























































